
石
山
先
生
が
メ
ン
デ
の
法
医
学
史
（
三
①
且
①
》
Ｆ
］
。
“
シ
扁
昏
胃
，

胃
冨
の
国
曽
己
冒
呂
号
Ｈ
鳴
門
一
号
三
目
①
己
冨
＆
旨
ヨ
言
目
の
①
、
ｇ
侭
ｇ
①
門
》

丙
円
言
緒
里
呂
『
房
．
シ
罰
房
迄
己
乏
目
忌
愚
房
》
ヨ
．
岸
肉
巨
『
開
⑦
①
閂
三
号
扁

号
愚
ｇ
ｇ
三
３
２
三
の
昌
瞬
言
》
昴
邑
を
取
上
げ
、
御
自
身
の
研
究
遍
歴

に
か
ら
め
て
情
熱
を
も
っ
て
語
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
三
年
程
前
、
本

学
Ｋ
教
授
か
ら
教
え
ら
れ
、
氏
の
翻
訳
完
成
を
期
待
し
た
が
、
私
は
や

が
て
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
・
こ
の
度
初
め
て
本
書
上
梓
を
知
ら
さ
れ
、

喜
ん
で
「
紹
介
」
を
引
受
け
た
。
そ
し
て
実
物
に
接
し
、
心
は
ず
ま
せ

一
読
に
か
か
っ
た
も
の
の
、
私
如
き
が
扱
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に

気
付
き
憎
然
と
し
た
。
し
か
し
一
旦
お
引
受
け
し
た
以
上
何
と
か
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
気
の
重
い
日
が
続
い
た
。

三
年
程
前
云
々
と
い
う
の
は
、
氏
が
一
九
九
二
年
一
月
、
日
独
協
会

例
会
で
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
医
鑑
定
の
成
立
」
と
題
し
講
演
さ
れ
た

「
要
旨
」
を
指
す
。
そ
れ
と
本
書
あ
と
が
き
（
解
説
）
を
交
え
て
、
本
書

の
な
り
た
ち
を
以
下
に
記
そ
う
。

氏
と
メ
ン
デ
原
書
の
出
合
は
偶
然
で
は
あ
る
が
必
然
と
も
い
え
る
。

氏
は
、
法
医
学
の
実
務
（
鑑
定
）
に
お
い
て
は
、
実
際
に
得
ら
れ
る
所
見

（
実
）
と
学
問
理
論
で
導
き
出
せ
る
底
流
（
虚
）
と
が
一
体
と
な
っ
て
始

石
山
星
夫
訳
『
メ
ン
デ
法
医
学
小
史
二
八
一
九
）
」

〔
柏
書
房
・
東
京
都
文
京
区
本
駒
込
一
’
一
三
’
一
四
、
電
○
三
’
三
九
四

七
’
八
二
五
一
、
平
成
六
年
刊
、
Ｂ
５
判
、
五
八
○
ペ
ー
ジ
、
一
八
、
○
○

○
円
〕

め
て
結
論
が
得
ら
れ
る
と
い
う
。
即
ち
〃
点
″
で
し
か
な
い
非
連
続
的

な
所
見
を
理
論
で
結
び
つ
け
て
連
続
的
な
も
の
に
仕
上
げ
る
。
氏
の
い

う
「
法
医
学
の
虚
と
実
」
で
あ
る
。
そ
し
て
虚
は
三
＆
国
．
厨
呂
の

弓
尉
の
９
円
冨
洋
で
あ
り
実
は
言
＆
旨
冒
で
あ
る
と
。

以
上
は
氏
の
現
在
到
達
し
た
哲
学
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
に
は
色
々

試
行
錯
誤
が
あ
っ
た
ろ
う
。
法
医
学
の
問
題
に
つ
い
て
、
過
去
の
人
類

が
ど
う
い
う
風
に
処
理
を
し
た
か
、
即
ち
現
在
の
到
達
点
（
最
新
知
識
）

ば
か
り
で
は
な
く
多
様
多
面
な
歴
史
（
過
程
）
を
考
え
る
（
知
る
）
必
要

が
あ
る
。
し
か
し
こ
ん
な
悠
長
な
こ
と
を
調
べ
て
い
て
は
学
問
の
競
争
、

出
世
コ
ー
ス
か
ら
外
れ
る
し
、
第
一
そ
ん
な
暇
も
な
い
。
そ
ん
な
矛
盾

を
感
じ
て
い
た
時
「
東
大
紛
争
」
に
遭
遇
す
る
。
教
室
が
全
部
封
鎖
さ

れ
て
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
。
仕
方
な
く
こ
の
機
に
ド
イ
ツ
の
古
い
本

で
も
読
ん
で
み
よ
う
と
考
え
、
教
室
の
戸
棚
を
漁
っ
て
い
る
と
奥
の
方

か
ら
紙
に
包
ん
だ
ま
ま
の
該
原
書
が
出
て
き
た
の
だ
と
い
う
。
原
書
を

一
読
し
、
氏
の
そ
れ
ま
で
の
渇
が
癒
さ
れ
た
と
い
う
運
命
の
害
で
あ
る
。

メ
ン
デ
（
一
七
七
九
～
一
八
三
二
）
は
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
出
身
で
、

グ
ラ
イ
フ
ス
ワ
ル
ド
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
両
大
学
教
授
（
法
医
学
、
産
科
学
）

を
歴
任
し
た
。
本
書
は
浩
潮
な
法
医
学
全
書
（
全
六
巻
、
一
八
一
九
～
三

二
）
の
第
一
巻
に
当
る
。
彼
は
ベ
ル
リ
ン
や
ボ
ン
大
学
に
招
聰
さ
れ
た
程

の
（
た
だ
し
辞
退
）
大
家
、
実
力
者
で
あ
っ
た
と
い
う
。

メ
ン
デ
の
歴
史
観
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
法
医
学
の
歴
史
な
ど
と
い

う
も
の
は
た
ぶ
ん
誰
に
も
書
け
な
い
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
当
時
（
各
時
代
）

の
社
会
の
発
展
に
伴
う
民
族
の
文
化
（
国
家
、
法
体
系
）
、
即
ち
法
制
史
の

問
題
が
あ
る
。
当
然
歴
史
（
学
）
そ
の
も
の
も
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
更
に
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医
学
的
知
識
お
よ
び
そ
れ
が
当
時
の
医
師
達
に
ど
こ
ま
で
評
価
理
解
さ

れ
て
い
た
か
も
重
要
で
あ
る
。
即
ち
立
法
の
立
場
か
ら
み
た
歴
史
と
、

医
学
史
か
ら
み
た
歴
史
、
そ
れ
に
医
師
の
社
会
の
中
に
お
け
る
立
場
、

そ
う
い
う
も
の
全
て
を
総
合
し
な
け
れ
ば
法
医
学
史
は
書
け
な
い
筈
だ

と
。
要
す
る
に
「
法
医
学
史
は
人
類
発
展
史
」
な
の
だ
と
。

本
書
は
総
論
に
お
い
て
社
会
・
宗
教
・
立
法
・
医
学
史
な
ど
の
面
か

ら
六
つ
の
時
代
に
区
分
す
る
。
即
ち
人
間
社
会
が
発
生
し
慣
習
法
が
収

集
、
蓄
積
さ
れ
た
時
代
か
ら
、
や
が
て
民
族
立
法
が
行
わ
れ
法
学
が
発

生
し
た
時
期
、
し
か
し
民
族
（
間
）
の
優
劣
抑
圧
や
政
治
的
支
配
の
時
期
、

キ
リ
ス
ト
教
権
力
の
影
響
下
の
時
代
を
経
て
、
法
を
学
術
的
に
取
扱
い
、

そ
の
一
方
で
学
術
が
立
法
に
働
き
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
（
即
ち

現
今
の
法
的
状
態
）
に
区
分
す
る
。

各
論
で
は
、
中
毒
、
詐
病
、
強
姦
性
犯
罪
、
胎
嬰
児
殺
、
創
傷
解
剖

論
、
医
療
過
誤
、
自
殺
、
死
因
、
死
亡
順
位
、
拷
問
刑
罰
の
（
に
関
す
る
）

歴
史
、
そ
し
て
終
章
で
法
医
学
の
未
来
行
方
に
論
及
す
る
。

本
書
の
言
か
れ
た
一
八
一
九
年
（
一
九
世
紀
初
期
）
と
い
え
ば
古
典
（
近

代
）
法
医
学
が
完
成
、
或
は
法
医
学
全
盛
時
代
と
い
わ
れ
る
。
日
本
で
近

代
法
医
学
を
取
入
れ
た
の
は
デ
ー
ニ
ッ
ら
御
雇
教
師
の
講
義
実
地
に
始

ま
る
が
、
日
本
人
と
し
て
は
片
山
国
嘉
の
留
学
帰
朝
（
東
大
教
授
就
任
）

後
、
即
ち
一
八
八
九
年
前
後
と
な
ろ
う
か
。
中
国
古
来
の
無
冤
録
・
洗

冤
録
の
時
代
（
下
地
）
に
突
然
最
新
知
識
と
技
術
が
入
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。
即
ち
わ
が
国
で
は
ホ
フ
マ
ン
以
降
の
最
先
端
を
取
入
れ
、
メ
ン
デ

ま
で
の
何
世
紀
も
か
け
て
醸
成
到
達
し
た
古
典
・
経
過
は
切
捨
て
て
き

た
の
で
あ
る
。
当
然
消
化
不
良
を
起
し
、
真
の
血
肉
と
は
な
ら
ず
、
そ

の
後
現
在
も
そ
れ
を
引
き
ず
っ
て
い
る
と
い
え
な
く
も
な
い
。

本
書
は
勿
論
一
九
世
紀
初
頭
ま
で
の
発
達
史
で
あ
り
、
内
容
と
し
て

は
我
々
に
な
じ
み
の
近
現
代
を
含
ま
ず
、
古
典
的
す
ぎ
て
退
屈
な
所
も

あ
る
。
「
法
医
学
小
史
」
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
「
法
医
学
史
要
綱
」
或

は
「
法
医
学
原
論
」
の
名
が
ふ
さ
わ
し
い
。

石
山
教
授
は
先
に
（
一
九
九
○
）
洗
冤
録
を
翻
訳
出
版
さ
れ
た
（
本
誌

三
七
巻
四
号
参
照
）
・
今
回
西
洋
法
医
学
史
を
上
梓
さ
れ
、
こ
れ
で
東
西
の

法
医
学
（
史
）
が
揃
っ
た
こ
と
に
な
る
。
今
度
は
勿
論
、
日
本
の
法
医
学

史
を
お
纏
め
下
さ
る
番
で
あ
る
。

（
小
関
恒
雄
）

〔
注
文
は
日
本
医
史
学
会
事
務
局
・
電
話
○
三
’
三
八
一
三
’
一
五
九
二
、

Ｂ
５
判
二
八
四
頁
、
送
料
五
○
○
円
、
数
に
限
り
有
り
〕
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